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令和８年３月３１日 

 

あきる野市議会議長 殿 

 

会 派 名  自由民主党志清会 

 

代表者氏名  堀江 武史     

 

会派の（ 調査研究 ・研修 ）報告書 

 

このことについて、下記のとおり実施したので報告します。 

 

記 

 

１ 調査研究または 

 研修実施日 

令和８年３月１５日（日）～ 

 

令和８年３月１６日（月）   1泊 2日 

２ 調査研究または 

研修の場所 

① ３月１５日（日） 徳島県鳴門市 

  会場 ボートレース鳴門 

② ３月１５日（日） 徳島県徳島市 

会場 徳島市まちづくり協働プラザ 

③ ３月１６日（月） 徳島県北島町 

会場 北島町役場５階会議室 

３ 調査研究事項 

または研修名 

①  地域開放型施設の取組について 

②  まちプラの協働の取組について 

③  まちのコラボステーションきたじまの取組について 

４ 参加者氏名 

 （ 11名 ） 

 堀江武史、ひはら省吾、浦野治光、国松まさき、子籠敏人、 

 天野正昭、村野栄一、窪島成一、中村一広、臼井 建、 

 よしざわゆたか 

５ 調査研究または

研修の概要及び

感想等 

 

別紙のとおり 

 

※ 自家用車又はレンタカーを使用した場合は、必ず自家用車・レンタカー使用報告

書を添付してください。 
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（別 紙） 

【概  要】 

 第１日目 ３月１５日（日）9時 30分～14時 30分 

 視察地 ボートレース鳴門(鳴門市企業局) 

  鳴門市の概要 

 面積 135.45km2 人口 52,443人(令和 8年 1月末現在)  

鳴門市の特徴 渦潮のまち 

鳴門市は、世界的に有名な「鳴門の渦潮」や大塚国際美術館、徳島ラーメンなど

が楽しめる観光のまちであり、四国の東玄関口である。四国八十八ヶ所霊場第１番

札所で、お遍路のスタート地である霊山寺（りょうぜんじ）があることでも知られ

る。温暖な瀬戸内気候で住みやすく、鳴門わかめやなると金時が名産。 

  将来都市像 「ひとが輝き 持続可能な未来をひらく あらたな なると」 

  一般会計予算 約 346億円(令和 7年度) 財政力指数 0.638(令和７年度) 

 

 ※ボートレース鳴門の企業局長の挨拶後、企業局次長から施設の概要について説明を

受け、続いて各施設の現地視察を行った。 

 １ 地域開放型施設の取組について 

 （１）背景 

ボートレース鳴門は、昭和２８年に初開催さ

れ、平成２８年には施設のリニューアルオープ

ンも行った。リニューアルにより施設のコンパ

クト化を図る一方で、新たに生み出された土地

については、市民のために活用し、ボートレー

スパーク化を図っている。 

                           ボートレース鳴門 

（２）具体的な取組 

  ① スタンド棟西側について 

具体的には、施設改修を進める中で、スタンド棟西側の敷地を「まちづくり活用

エリア」として位置づけ、民間への貸し付けを行い、民間企業が建設・運営する温

浴施設の「鳴門天然温泉あらたえの湯」が平成２９年１１月にオープン。建物１階

には、食事処「蕎麦と活魚の店なるみ丸」と、鳴門の特産品を販売する土産店「海

山恵家なるみ丸」も併設され、利用客でにぎわっている。なお、温浴施設内の露天

風呂やロイヤルラウンジからは、ボートレースを観戦することもでき、誘客につな

げている。また、令和３年４月には、車中泊も可能な駐車スペース「RVパーク」が

設けられ、更なる利用拡大につながっている。 

https://www.google.com/search?q=%E9%9C%8A%E5%B1%B1%E5%AF%BA%EF%BC%88%E3%82%8A%E3%82%87%E3%81%86%E3%81%9C%E3%82%93%E3%81%98%EF%BC%89&sca_esv=0ada48abb4de30f0&sxsrf=ANbL-n7QZbegRSi-ARQ6OlTA2FqS2yknAQ%3A1773291354385&ei=WkeyacCeF5LF1e8Pg-qV0Q4&biw=1280&bih=559&ved=2ahUKEwjdoqmlyZmTAxXjZvUHHQJCOA4QgK4QegQIBBAF&uact=5&oq=%E9%B3%B4%E9%96%80%E5%B8%82+%E3%81%A9%E3%82%93%E3%81%AA%E3%81%A8%E3%81%93%E3%82%8D&gs_lp=Egxnd3Mtd2l6LXNlcnAiHOmztOmWgOW4giDjganjgpPjgarjgajjgZPjgo0yBRAAGO8FMggQABiABBiiBDIFEAAY7wUyCBAAGIAEGKIESKgrUK0JWOsmcAR4AZABAJgBqAKgAd0PqgEGMC4xMC4xuAEDyAEA-AEBmAIJoAKYCMICChAAGLADGNYEGEfCAggQABiiBBiJBcICBxAAGIAEGA2YAwCIBgGQBgqSBwc0LjQuMC4xoAftFLIHBzAuNC4wLjG4B-QHwgcFMi02LjPIB06ACAA&sclient=gws-wiz-serp&mstk=AUtExfDXft2SB_txAygJQBSpTjH5vWJGLfPx54suaqnHvUH-tFgxgIl9y1QurWQX8Wc1NQ79eKjY579tnEjLTbtGVAx5RyAoXzYziauFy4UU8dC_X4VBTVgyO1v8HetTCT9BFoS8J2aPlJklPVB469UosDdQlThBQKeMTmkWjoIjViui3IKgSuUvLZx5DW5-iS7Fo0KWmtSgpwRF5_mYSJovo7uYYDT5f6r8nl77BHlDMvAW_93CG3yZq6feUIGwWXrhnkrPy6PqdHzbJTGatfcgVLij&csui=3
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② スタンド棟東側について 

一方、スタンド棟東側の敷地については

「プレイパークエリア」と位置づけ、市民が

集まり交流できる新しいスポーツ施設やコ

ミュニティ施設などの整備を行っている。具

体的には、平成３０年１１月に、西日本最大

級のスケートボード場をはじめ、バスケット

ボールコート、ASA サイクリングコースの発

着地点としても機能するサイクルステー       ウズホール 

ションを併設した「UZUPARK（ウズパーク）」 

を開設したほか、令和２年２月には、無料施

設としては国内最大級のボルダリング設備

をはじめ、キッズスペースや読書スペースな

ども備えた「UZUHALL（ウズホール）」をオー

プン。ウズホールはビッグレースの開催時に

は選手紹介式や表彰式などで使われるが、普

段は市民に開放され、これらの施設を活用し

たイベントや公式試合の開催などを通じて、      ウズパーク 

市のにぎわいづくりに寄与している。 

③この他の地域開放の取組 

   場内へのエントランスを入ったところの左手には、使いやすいサイズの「なるち

ゃんホール」が設けられているほか、場内には親子連れが過ごせるキッズルームも

併設されている。キッズルームには保護者が子どもたちを見守りながらレース観戦

も楽しめるようにテレビモニターも設置されている。 

また、屋外には芝生広場が広がり、キッチンカーの出店や屋外イベントの会場と

しても利用されている。 

   このほか、別棟の３階には、地域の団体などが多目的に利用できるスペースの

「ROKU 鳴門」があり、１団体につき無料で一日４時間まで利用できること、また

夜も午後９時まで利用でき、会議や研修会、イベントなど多目的に使えることなど

から、リピーターも多いとのことである。 

 

（３）状況や効果  

  まちづくり活用エリアについては、連日多くの利用客により、ボートレースへの誘

客効果や特産品の販売等による経済効果といった点に加えて、施設を運営している民

間企業から賃料を得るなどの収益がもたらされている。一方、プレイパークエリアに
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ついては、その多くが利用料を無料としていることから、世代を問わず、市内外から

多くの人が繰り返し利用し、普段からボートレース場へ気軽に足を運び、身近に感じ

ている人が増えてきているとのことである。また、ウズホールは、衆院選をはじめと

する各選挙がある際には、開票所としても活用されているそうである。別棟３階の

ROKU 鳴門は利用日の４５日前から予約でき、夜も９時まで利用できることから、市

民や地域団体の利用が多く、リピーターも多いとのこと。また、場内のなるちゃんホ

ールは市民の利用は無料で、夜も利用できるほか、空調も完備されていることから、

例えば、地域の阿波おどりグループが練習の場としても活用するなど、ボートレース

場の地域貢献につながっている。 

 

（４）今後の更なる取組 

視察にうかがった直後の令和８年３月２９日には、ウズパーク内のスケートボード

場の拡張後のリニューアルオープンも予定しているとのことであった。また、淡路島

と鳴門市を結ぶ大鳴門橋に、自転車道が近く整備される予定となっていることから、

サイクルステーション施設の充実や利用増も図っていくとのこと。 

 

 ＜感想・考察＞  

競艇場というと、ギャンブルというマイナスのイメージを持たれがちだが、施設改

修とコンパクト化を好機として捉え、市民が色々な形で足を運んでくれるボートレー

スパーク化していくという先駆的な考えのもと、整備を進めた結果が、良い方に出て

いる状況を、現場を視察して感じることができた。 

  特に、ウズパークとウズホールは、地域開放型施設として大人から子どもまで多く

の市民が楽しめるリフレッシュスポットとして機能していた。 

このような取組の結果、市民の間でもボートレースを身近に、またプラスのイメー

ジも持つ方が増え、普段から近くの幼稚園から園児たちも散歩に来るとのことであっ

た。視察に訪れた日が日曜日だったこともあってか、場内にも親子連れの姿が多々見

られたのも、これらの取組の成果であると感じた。 

あきる野市も第二施行者ではあるが、江戸川競艇場で収益事業を運営しており、施

設の一部を地域に開放することにより、色々な効果が期待できると可能性を感じた。

志清会としてもボートレースの持続的な運営や、地域に親しまれる施設運営のために

提案など検討していけたらと考える。また、市内において今後新たな施設が整備され

る際にも、今回学んできたように、民間活力を生かしての市有地の利活用や、地域へ

の開放、そして人々が使いやすく集いやすい空間づくりがなされるよう、提案してい

きたい。 
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 【概  要】 

 第１日目 ３月１５日（日）15時 30分～17時 10分 

 視察地 徳島市まちづくり協働プラザ 

 

徳島市の概要 

 面積 191.23km2 人口 242,590人(令和８年２月現在)  

 

徳島市の特徴 阿波おどりのまち 

徳島市は、吉野川のデルタ地帯に発展した「水都」であり、阿波おどりと藍染め

（ジャパンブルー）の歴史が息づく街。温暖な気候で冬も過ごしやすく、市のシン

ボルである眉山からは市街地を一望でき、海などの自然が身近な「コンパクトシテ

ィ」でもある。中心部に商業施設と情緒ある街並みが共存する、生活利便性の高い

県庁所在地。 

将来都市像 「おどる街 つながる笑顔 水都とくしま」 

一般会計予算 約 1248億円(令和 7年度) 財政力指数 0.761(令和７年度) 

   

※徳島市まちづくり協働プラザのマネージャーからの挨拶後、説明を受ける。 

 ２ まちプラの協働の取組について 

（１）背景 

  徳島市における協働の取組は先進的で、「NPO などとの協働無しには、今後、市は

成り立たない」という考えのもと、平成１５年に「協働の基本方針」を策定。その翌

年には、現在のまちづくり協働プラザ（以下、「まちプラ」ともいう。）の前身で、NPO

などの市民活動団体を育成する「徳島市市民活力開発センター」の供用を開始。そし

て平成１８年には「協働提案事業支援制度」をスタートさせた。このセンターと支援

制度の二つが市民協働を推進する二本柱として機能し、徳島市内の NPO法人の認証数

や市民活動団体の登録数、そして協働提案事業の実績も着実に増加してきた。 

 

（２）まちづくり協働プラザの誕生 

  このような中、センターの役割も変化が求められた。以

前は、協働の実施主体となる NPO の創出や育成支援がメイ

ンだったが、次第に協働によるまちづくり活動を促進する

ための支援が役割として求められるようになってきた。一

方、徳島市においても令和３年に国から SDGs未来都市に選

定され、SDGs の観点からも公民連携の更なる推進を図るこ

とが求められ、これらを背景に、市は令和４年に条例改正

を行い、センターを徳島市まちづくり協働プラザに改編。   まちプラのパンフレット 
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拠点も徳島駅前に移転し、より相談や支援をしやすい環境を整えた。 

 

（３）状況と効果 

  まちプラへの改編や事務所の移転などにより、その後の協働事業の取組状況は右肩

上がりとなっている。現在、まちプラは、NPOや市民活動団体、ボランティア、地元

企業など様々な主体が連携できるプラットフォームとして機能しているのに加え、ま

ちプラでは「共創のまちづくり推進事業」という更なる取組も進めている。その結果、

まちプラをオープンイノベーションの場として活用し、公・民・学が連携して社会課

題を解決する新たな事業を創出することにつなげ、それに伴い、まちづくりに参画す

る若手の人材育成にも発展しているなど、様々な効果をあげている。 

 

（４）課題 

  まちプラによると、早くに立ち上げた団体では、団体の高齢化が課題としてあり、

この影響で活動の縮小が起こっている団体も出てきていることである。具体的には、

これまで取り組んでいた活動をやめるもしくは縮小する、といった選択をされる団体

が増え、そうなると、その受益者だった方の抱える課題が顕在化がしてしまうほか、

これまで行われていた取組が減り、街の衰退も加速することにつながってしまう恐れ

があるとのことであった。 

 

（５）今後の更なる取組 

  今後の更なる取組として、まちプラでは、KPIも用いて事業を進めていくとのこと

である。具体的には、社会課題解決の担い手を支えていくこと、また、各主体間の協

働を増やしていくこと、これらを通じて、まちづくりを担う未来のプレイヤーを増や

していくことに注力していく。なお、まちプラでは、各主体が着実に事業を推進でき

るよう、相談を受けた際には、個別具体的なロジックモデルを作り、支援していくと

のことである。 

 

＜感想・考察＞  

  まちプラでは、「つくる つなぐ ささえる」をキーワードに、市民活動の支援や行

政との協働事業推進を通じて、より良いまちづくりを着実に進める拠点施設として機

能していた。視察のヒアリングでは、NPO の認証数や協働事業の実績などを背景に、

「徳島市の協働は成熟期に入っている」との説明がなされるほど、豊富な協働の実績

が見受けられた。 

  本市では現在、あきる野市行財政改革推進プラン 2023 に基づき、現在、協働のあ

り方についての検討を進めており、令和８年度に協働の在り方に関する方針を定める
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という段階にある。そのような中、平成１５年に、いち早く「協働の基本方針」を定

め、着実に協働のまちづくりの歩みを進めている徳島市の取組は、非常に参考となる

ものであった。本市においても今後、協働のまちづくりを進めていく上で、担い手の

育成や支援は不可欠であり、これを担う中間支援機関として活躍していたまちプラの

ような機能は、本市においてもその設置など、一考の余地があるものと感じた。今後

も会派として、協働のまちづくりを進めるための機能や施策などについて、調査研究

を重ね、検討や提案をしていきたい。 

        まちプラでの研修の様子  

 

 

【概  要】 

 第２日目 ３月１６日（月）9時 30分～11時 10分 

 視察地 まちのコラボステーションきたじま 

 

北島町の概要 

 面積 8.74km2 人口 23,787人(令和８年１月現在)  

 

北島町の特徴 ひょうたん形のコンパクトなまち  

北島町は、四国で最も人口密度が高く、徳島県内で最も面積が小さいコンパクト

で活気のあるまち。町は吉野川の河口にあり、「ひょうたん島」とも呼ばれる平坦

な地形で、スーパーやドラッグストア、飲食店なども充実し、生活利便性の高いま

ちでもある。子育て支援も手厚いことから、合計特殊出生率も高い。立地的には、

徳島市に隣接し、空港や高速道路へのアクセスも抜群なベッドタウン。特産はれん

こんや甘藷（なると金時）で、工業地帯としても発展している。 

将来都市像 「みんなが快適で暮らしやすい住環境都市・北島」 

一般会計予算 約 109億円(令和 7年度) 財政力指数 0.701(令和 5年度) 
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※まちのコラボステーションきたじまを運営する NPO法人「ｙｏｕ＆ゆう」の代表 

からの挨拶後、説明を受ける。 

 ３ まちのコラボステーションきたじまの取組について 

（１）背景  

  上記の北島町の特徴にも記したように、北島町は徳島県内で最も人口密度が高く、

生活利便性の高いコンパクトな町である。そのような環境の中で、もともと生活支援

を行う団体として発足した NPO法人「ｙｏｕ＆ゆう」が、生活支援コーディネーター

として地域や住民らと関わる中で、「地元住民ともっとつながりたい」、「地域貢献し

たいが、方法がわからない」、「自分たちの会社のことを知ってもらいたい」など、様々

な声が地域や住民から聞かれた。そこで、これらをつなぐプラットフォームを作り、

地域住民らの求めていることがつながり合えば、色々な課題が解決していくのではな

いかと考え、この NPO の新たな取組として、まちのコラボレーションきたじま（以下、

「まちコラ」ともいう。）をスタートさせた。 

 

（２）具体的な取組 

  まちコラは、登録制のプラットフォームで、「人と人

をつなぐ、商店・企業と地域をつなぐ、人とモノをつ

なぐ」をミッションに活動。具体的には、ボランティ

ア団体や市民、企業などにまちコラへ登録してもらい、

まちコラが色々なマッチングや紹介の機会を作った

り、協働のアイデア出しや仕組みを提案したりしなが

ら、登録者の仲間づくりや居場所づくりなどにつなげ、

地域の様々な課題解決を図っている。また、登録にあ

たっては、遊び心も付加して、ボランティアに参加す

る個人は「まちスター（地域を元気にする存在は輝く  まちコラのパンフレット 

まちのスターという想いが込められている）」、企業や 

商店は「まちエンジェル（地域で活躍するまちスターを大切に守り育んでいく最高の

応援団との想いが込められている）」と呼んでいる。 

  まちコラでは、ボランティア活動を始めたい個人に対しては、ボランティア養成講

座を定期的に実施。一方、応援団である企業や商店には登録するメリットを前面に押

し出し、登録を促している。企業等に対しては、地域貢献や協働の形として「５つの

スタイル（活動スペースの提供や応援したい団体への寄付、その他、何でもなど）」

を設け、各企業や商店が取り組みたいものを選んで登録してもらうよう仕組み化。登

録しやすく、かつ地域とウィンウィンの関係を作りやすいように工夫している。 

なお、年間の登録料は、個人は無料、ボランティア団体は 1,000円、企業は 10,000
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円。それぞれのメリットとしては、個人は登録することでボランティア活動の場や楽

しみが提供され、ボランティア団体は活動の広報をはじめ、参加者の増や、企業等の

応援団からの寄付などが見込め、企業等は地域貢献によるイメージアップや企業理念

の発信、新たな顧客の獲得といったことがあげられる。 

 

（３）状況と効果 

  まちコラによると、ボランティア養成講座を卒業した人の 60～70％がボランティ

ア活動に参加。まちコラでは、子ども食堂や体操教室など、様々なボランティア活動

の場で参加者が定着するよう伴奏支援もしているとのこと。また、企業や商店などの

方も、登録したスタイルに合わせた様々な取組が展開され、豊富化している。例えば、

スタイル３「活動スペースの提供」で登録した企業では、企業が保有する会議室やレ

クチャールームが地域に開放され、まちの人々が話し合いをしたり、講座やイベント

を実施したりしている。一方、スタイル４「応援したい団体への寄付」では、様々な

ボランティア団体の活動を動画でまちコラのホームページで紹介し、企業が応援した

い団体を選んで寄付できる仕組みを構築している。この他にもスタイル５「フリース

タイル」では、例えば、登録企業が自ら出店し、地域の子どもたちに様々な職業体験

をさせる「こどもワクワク体験教室」を町役場で開催。いわば、北島町版のキッザニ

アで、子どもたちの未来や成長を応援している。 

  なお、まちコラでは、北島町を元気にしてくれている企業、団体、そして町民が集

まってお互いに感謝をしつつコミュニケーションを図る「まちづくり感謝祭」という

催しも年に一度、開いている。 

このように、北島町の中で優し

いつながりが増えている一方

で、副次的な効果も見られてい

る。例えば、先に述べたボラン

ティア養成講座は、もともと行

政が他の団体へ委託して行って

いたが、新たにまちコラが担う

ことで改編。「税金（公金）の経

費削減にもつなげています」と

のことであった。また、経費削

減という視点では、もともと社会  まちコラで行っている様々なイベントのチラシ 

福祉協議会から提供されていた無 

償ボランティアへのちょっとしたプレゼントも、まちコラが関わる中で、企業等から

出してもらえるようになり、ここでも公金の使い道の改善が図られている。 
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（４）今後の更なる取組 

  まちコラによると、このような活動を通じて「つながるからこそ、そのコミュニケ

ーションの中から、また新たな課題が見つかり、さらにつながって解決を図っていく」

という好循環が見られ始めているとのこと。先に述べたまちづくり感謝祭の場は、正

にこの好循環にも寄与しており、今後もこの裾野を広げていくとのことであった。 

 

＜感想・考察＞ 

本市では、あきる野市行財政改革推進プラン 2023 に基づき、市民との協働のまち

づくりを進めているところである。そのような中、様々な課題の解決に向けて、北島

町のまちコラが展開している積極的なマッチングや中間支援の取組は、協働のまちづ

くりを進めている好事例であり、非常に参考となるものであった。 

特に、北島町については、行政主導ではなく、住民ボランティアや NPO法人の創意

工夫が活かされていた。また、イベントも企業側の意図をくみ取り、工夫を凝らして

協働で地域を盛り上げている体制が見えた。その結果、多様さが生まれ、多くのリピ

ーターを生んでいた。効果としては、町民に加え、企業を離れて社員個人として積極

的に参画している方もおり、まち全体の利益につながっていることが確認できた。ま

さに行政では手の届かない支援にも、

直接的につなげることができ、支援す

る側も、される側も、ウィンウィンの

見える関係が構築されていた。課題と

しては、仕方が無いことではあるが、

軸となる人のマンパワーに依存してし

まう体制であり、情報の集約化と活用

方法の難しさも感じた。 

                            

研修の様子 
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空港 ・ 駅 ま で の 移 動 に 関 す る 自 家 用 車 使 用 報 告 書

政務活動のため自家用車を使用しましたので、次のとおり報告します。

（会派名）自由民主党志清会

年 度 令和 7 年度 調査研究・研修名 徳島県鳴門市、徳島市、北島町視察

所 有 者 吉澤 雄孝 車名（車種） ノア 普通車（軽自動車・普通車・中型・その他）

使用日 運転者 主 な 経 路 乗車ＩＣ 下車ＩＣ
有料道路

使用料金

走 行

キロ数
所要時間 備 考

3 月 15 日 吉澤 あきる野市役所～羽田空港 62km 1時間15分

3 月 16 日 吉澤 羽田空港～あきる野市役所 62km 1時間15分

合 計 124km 2時間30分

駐車場使用料金の有・無及び金額等 有・無（ 1 回：計 4600 円）


